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2023 年 12 月 12 日 

株式会社ネクスウェイ 

 

ネクスウェイ、「FNX e-受信 FAX サービス」を 

ウイングアーク１ｓｔの「invoiceAgent」と連携し、 

電子帳簿保存法に対応 

～FAX 受信した帳票類を電帳法に則してシームレスに保存～ 

 

TIS インテックグループの株式会社ネクスウェイ（本社：東京都江東区、代表取締役社長：松森 

正彦、以下ネクスウェイ）の FAX 受信サービス「FNX e-受信 FAX サービス」は、電子帳簿保存法

※1（以下電帳法）対応をはじめとした経理業務のさらなる効率化に向け、ウイングアーク１ｓｔ

株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：田中 潤、以下ウイングアーク１ｓｔ）の電子帳

票プラットフォーム「invoiceAgent」と連携したことを発表します。 

 

本連携により、FAX で受け取った見積依頼書や注文書などの帳票類は、「FNX e-受信 FAX サービ

ス」により電子データ化され、「invoiceAgent」へシームレスに保存されます。これにより、ペー

パーレス化や業務効率化に加え、電帳法に則した業務の最適化が図れます。 

 

※1 国税関係帳簿書類を電子データ化して保存することを認めた法律。 

 

＜「FNX e-受信 FAX サービス」と「invoiceAgent」の連携イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■背景 

製造業や卸売業における受発注シーンにおいては、複数の取引先と大量の帳票類がやり取りさ

れます。その通信手段として多くの企業が FAX を採用する中、改正電帳法の施行を受け、FAX で受

け取る注文書類等の電子保存に関するニーズが高まっています。 

このような現状をふまえ、ネクスウェイは、FAX で受け取った帳票類を電子化して電帳法に対応

した業務フローの構築を目指し、本連携に至りました。 

 

■本連携による利用メリット 

 受発注業務の効率化 

属人的なデータ入力作業を削減、受発注業務を効率化。 

 帳票業務のペーパーレス化 

全ての帳票類を WEB 発行で完結させ、ペーパーレス化。 
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 電帳法に対応した帳票類の一元管理 

FAX、メール、EDI など複数チャネルから連携される帳票データを、電帳法に対応した帳票管

理が可能。 

 サーバが不要 

FAX で受信・送信した原稿は「FNX e-受信 FAX サービス」により電子データ化され、API によ

り「invoiceAgent」に自動連携されるため、新たなサーバの準備が不要。 

 

■今後について 

ネクスウェイは今後も、「FNX e-受信 FAX サービス」を通じて、電帳法対応をはじめとした企業

間商取引の DX・デジタル化を検討する企業を支援し、お客様の生産性向上を実現します。 

 

■エンドースメント 

本連携について、ウイングアーク１ｓｔ株式会社 執行役員 営業本部長 森脇 匡紀氏は次のよう

に述べています。 

「この度の「FNX e-受信 FAX サービス」と電子帳票プラットフォーム「invoiceAgent」の連携が、

電帳法に対応した FAX 受信と帳票一元管理を実現させ、お客様の DX推進に貢献できることを大変

喜ばしく思います。受発注業務における FAX 受信帳票の電帳法対応は、効率的な電子文書管理を

実現するとともに、業務の効率化やペーパーレス化の推進につながるものです。 

当社は、お客様の幅広い業務ニーズに応え帳票の電帳法対応を支援してまいります」 

 

■1/23 共催セミナー開催「FAX 受発注の完全ペーパーレス化～まだ間に合う 電帳法対応の方法

を解説～」  

 本セミナーでは、電帳法に対応した受発注業務の仕組みで、業務効率化を実現することに焦点

を当てます。FAX 受信サービス「FNX e-受信 FAX サービス」と電子帳票プラットフォーム

「invoiceAgent」との API 連携を利用した、FAX 受発注業務の完全電子化フローを読み解き、煩雑

な業務フローからの脱却方法を解説します。 

 

 開催日時：2024 年 1 月 23 日（火）14:00～15:00 

 主催：株式会社ネクスウェイ 

 共催：ウイングアーク１ｓｔ株式会社 

 開催形式：オンライン配信（Zoom） 

 申込 URL：https://b2bform.nexway.co.jp/seminar/on_ej240123 

 

■ウイングアーク１ｓｔの「invoiceAgent」について 

請求書、支払通知書、注文書、納品書などあらゆる企業間取引文書の電子化と配信・返信を可

能にし、取引に紐づく文書の一元管理や電子帳簿保存法・インボイス制度に対応する電子帳票プ

ラットフォームです。企業間のあらゆる文書をデータ化し、クラウド上でセキュアかつ高速に流

通できます。 

 

詳しくは以下 URL をご参照ください。 

https://www.wingarc.com/product/ia/ 

 

■ネクスウェイの「FNX e-受信 FAX サービス」について 

 「FNX e-受信 FAX サービス」は、受信した FAX の仕分け・閲覧・検索・編集・返信が可能にな
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るサービスです。 

＜特長＞ 

 外出先から閲覧・返信 

受信した FAX を PDF データとしてクラウドサーバに管理。いつでも、どこからでも WEB で閲

覧・FAX 送信が可能。 

 現在の FAX 番号のまま電子化を実現 

現在の FAX 番号がそのまま使えるため、番号変更の手間が一切かからない。 

 紙管理のコストを低減 

FAX を PDF データとして管理でき、ペーパーレス化を実現。紙やインク、保管場所コストを削

減。 

 何枚受信しても、何名利用しても追加 0円 

受信トレイ数・アダプタ数に応じた月額定額制。受信枚数、利用人数の追加料金はかからず、

明確なコスト管理が可能。 

 部署・事務所単位の導入が可能 

FAX 回線単位の導入のため、部署や事務所を限定したスモールスタートが可能。 

 アダプタの設置で手軽に導入可能 

専用アダプタを FAX に取り付けるだけで、すぐにサービスを利用可能。 

 

詳しくは以下 URL をご参照ください。 

https://b2bform.nexway.co.jp/service/jyushin 

 
 
※ 記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

※ 記載されている情報は、発表日現在のものです。最新の情報とは異なる場合がありますのでご了承ください。 

 

株式会社ネクスウェイについて（https://www.nexway.co.jp/） 

ネクスウェイは、デジタルとアナログをつなぐ通信サービスと SaaS を提供する会社です。 

情報の多くがクラウド上で処理される現在においても、なお私たちの生活はリアルな社会で営ま

れており、デジタルとアナログを結び付けることはますます重要になってきています。 

ネクスウェイが提供するサービスを通して情報を日本のすみずみまで届け、あらゆる人が自分ら

しく働ける世界の実現を目指します。 

 

TIS インテックグループについて 

TIS インテックグループは、国内外グループ 2万人を超える社員が『IT で、社会の願い叶えよう。』

を合言葉に、「金融包摂」「都市集中・地方衰退」「低・脱炭素化」「健康問題」を中心とした様々な

社会課題の解決に向けて IT サービスを提供しています。デジタル技術を駆使したムーバーとして

新たな価値を創造し、人々の幸せと持続可能な豊かな社会の実現に貢献します。 

 

【本件に関するお問合わせ先】 

株式会社ネクスウェイ 経営企画本部   

ビジネスアクセラレーション 人事企画グループ 佐野  

TEL：03-6887-1615（直通） E-mail：public_relations@nexway.co.jp 

 

◆「FNX e-受信 FAX サービス」に関するお問い合わせ先 

https://b2bform.nexway.co.jp/service/jyushin
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株式会社ネクスウェイ ソリューション事業本部  

ビジネスソリューション事業部 

TEL：0120-341-890 E-mail：clp@nexway.co.jp 


